
大成＜4649＞、MBOで株式を非公開化｜1株1140円

大成は8日、MBO（経営陣による買収）で株式を非公開化すると発表した。同社社長の加藤憲司氏が代
表取締役を務めるアイ・ケイ・ケイ（名古屋市）がTOB（株式公開買い付け）を実施し、全株式を取得
する。新型コロナウイルス感染拡大を契機とするテレワークの浸透でオフィス需要の縮小が見込まれる
など、主力の総合ビルメンテナンス業を取り巻く事業環境に不透明感が台頭する中、非公開化によって
機動的な経営判断を可能にする体制をつくる。

大成はTOBに賛同している。TOBが成立すれば、大成は名古屋証券取引所2部への上場が廃止となる。

アイ・ケイ・ケイによる大成株の買付価格は1株1140円で、前営業日の終値768円に48.44％のプレミ
アムを加えた。買付予定数は380万9024株で、買付代金は約43億4200万円。買付予定数の下限は所有
割合41.61％にあたる211万4769株と、アイ・ケイ・ケイが所有する12.76％などと合わせ、所有割合
が3分の2以上となるよう設定した。

買付期間は2月9日～3月24日。公開買付代理人はSMBC日興証券。決済の開始日は3月31日。

大成は1959年に設立し、ビルの清掃業務をスタート。その後、警備、設備管理、リニューアル工事な
どに業容を広げ、総合ビルメンテナンス企業に発展。1999年に名証2部に上場した。


